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●�

は
じ
め
に

　

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
率
い
る
国

民
民
主
連
盟
が
二
二
年
ぶ
り
に
選
挙
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
民
主
化
へ
の

着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
期
待
さ

れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
向
け
る
投
資
家
の

眼
差
し
が
熱
い
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
大
メ
コ
ン
圏

経
済
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
点
事
業
と

し
て
開
発
さ
れ
て
き
た
、
東
西
・
南
北
・

南
部
経
済
回
廊
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン

ク
と
呼
ば
れ
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
繋

が
る
こ
と
で
、
市
場
と
し
て
、
生
産
拠

点
と
し
て
、
は
て
は
イ
ン
ド
に
も
続
く

物
流
ル
ー
ト
と
し
て
、
メ
コ
ン
地
域
は

ま
す
ま
す
日
系
企
業
の
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　

メ
コ
ン
地
域
と
は
、
中
国
青
海
省
を

源
流
と
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ラ
オ
ス
の

国
境
、タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
国
境
を
な
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
縦
断
し
、
ベ
ト
ナ
ム
南

部
の
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
か
ら
南
シ
ナ
海

へ
注
ぐ
、
全
長
約
四
八
〇
〇
キ
ロ
の
国

際
河
川
メ
コ
ン
が
流
れ
る
地
域
︱
す
な

わ
ち
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
に
中
国
・
雲

南
省
を
加
え
た
地
域
で
あ
る
。
メ
コ
ン

地
域
の
東
西
、
南
北
お
よ
び
南
部
経
済

回
廊
が
貫
く
国
境
地
域
は
、
国
境
線
を

挟
ん
で
高
所
得
国
と
低
所
得
国
が
向
か

い
合
う
関
係
に
あ
り
、
国
境
に
お
け
る

ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動
が
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
生
み
出
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

（
参
考
文
献
①
）。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
負
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
含
み
、
物
流
の
効
率
化
を

目
的
と
し
た
経
済
回
廊
の
開
発
に
よ
る

副
作
用
と
し
て
、
人
身
取
引
が
助
長
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
建
設
や
敷
設
作
業
に
は
、
大

量
の
労
働
者
の
移
動
と
と
も
に
、
労
働

者
を
対
象
と
す
る
飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス

産
業
（
性
産
業
含
む
）
が
付
随
的
に
う

ま
れ
、
そ
れ
に
伴
い
人
身
取
引
被
害
が

発
生
す
る
。
と
く
に
国
境
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
開
発
は
、
山
岳
地
帯
な
ど
少
数
民

族
の
居
住
地
域
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

少
数
民
族
が
人
身
取
引
の
被
害
者
に
な

る
事
例
が
頻
発
し
て
い
る
。

　

社
会
経
済
開
発
の
遅
れ
や
格
差
が
人

身
取
引
の
要
因
と
さ
れ
る
が
、
逆
に
そ

の
開
発
段
階
に
お
い
て
人
身
取
引
が
誘

発
さ
れ
て
い
る
。
経
済
規
模
の
小
さ
い

国
か
ら
大
き
い
国
へ
、
所
得
格
差
に
よ

り
人
が
流
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
タ
イ
へ
、
そ
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
中
国
へ
。
人
の
移
動
の
形
態
は
、

就
労
で
あ
っ
た
り
婚
姻
で
あ
っ
た
り
す

る
が
、
そ
の
最
悪
の
形
態
が
人
身
取
引

で
あ
り
、
メ
コ
ン
地
域
の
物
流
ル
ー
ト

は
人
身
取
引
ル
ー
ト
と
重
な
る
。
本
稿

で
は
、
メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取

引
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
と
対
策

お
よ
び
課
題
を
論
じ
る
。

●�

人
身
取
引
と
は
何
か

　

二
〇
〇
〇
年
に
国
連
総
会
で
国
際
組

織
犯
罪
防
止
条
約
の
補
足
議
定
書
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
人
、
特
に
女
性
お
よ
び

児
童
の
取
引
を
防
止
し
、
抑
止
し
お
よ

び
処
罰
す
る
た
め
の
議
定
書
」（
採
択

地
名
か
ら
パ
レ
ル
モ
議
定
書
と
呼
ば
れ

る
）
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
人
身
取
引

は
、
人
権
に
対
す
る
深
刻
な
侵
害
と
し

て
認
識
さ
れ
、
そ
の
撲
滅
の
た
め
に
、

国
連
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
機
関
、
各

国
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
二

〇
一
〇
年
七
月
に
は
国
連
総
会
で
「
人

身
取
引
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
行
動
計

画
」
が
採
択
さ
れ
、
貧
困
、
失
業
、
社

会
経
済
機
会
の
欠
如
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

よ
る
暴
力
、
差
別
、
周
辺
化
が
人
々
を

人
身
取
引
の
犠
牲
者
と
さ
せ
る
要
因
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
反
人
身
取

引
の
取
組
み
は
、
被
害
者
の
救
済
や
保

護
、
そ
し
て
加
害
者
の
逮
捕
や
処
罰
の

み
な
ら
ず
、
多
元
的
な
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

人
身
取
引
の
被
害
者
の
過
半
数
が
ア

ジ
ア
地
域
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
ア
ジ

ア
地
域
の
出
身
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

東
南
ア
ジ
ア
は
人
身
取
引
と
く
に
性
的

搾
取
を
目
的
と
す
る
人
身
取
引
の
中
心

地
で
あ
る
。な
か
で
も
メ
コ
ン
地
域
は
、

そ
の
地
勢
的
、
社
会
経
済
的
、
政
治
的

理
由
か
ら
人
身
取
引
問
題
の
深
刻
な
地

域
で
あ
る
。Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
二
〇
〇
五
年
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
お
よ
そ
九
四
九

万
人
が
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
多
く
が
メ
コ
ン
地
域

に
い
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　

人
身
取
引
と
は
何
か
。
パ
レ
ル
モ
議

定
書
は
、
人
身
取
引
を
目
的
、
行
為
、

手
段
の
三
要
素
か
ら
定
義
す
る
。
人
身

取
引
と
は
、
①
搾
取
の
目
的
で
、
②
暴

力
そ
の
他
の
形
態
の
強
制
力
に
よ
る
脅

迫
も
し
く
は
そ
の
行
使
、
誘
拐
、
詐
欺
、

欺
も
う
、
権
力
の
濫
用
も
し
く
は
脆
弱

な
立
場
に
乗
ず
る
こ
と
、
ま
た
は
他
の

者
を
支
配
下
に
お
く
者
の
同
意
を
得
る

山
田
美
和

メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取
引
問
題

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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目
的
で
行
わ
れ
る
金
銭
も
し
く
は
利
益

の
授
受
の
手
段
を
用
い
て
、
③
人
を
獲

得
し
、
輸
送
し
、
引
き
渡
し
、
蔵
匿
し
、

ま
た
は
収
受
す
る
、
こ
と
で
あ
る
。

　

搾
取
に
は
、「
他
の
者
を
売
春
さ
せ

て
搾
取
す
る
こ
と
そ
の
他
の
形
態
の
性

的
搾
取
、
強
制
的
な
労
働
も
し
く
は
役

務
の
提
供
、
奴
隷
化
も
し
く
は
こ
れ
に

類
す
る
行
為
、
隷
属
ま
た
は
臓
器
の
摘

出
」
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
例
示

で
あ
り
限
定
は
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
た

と
え
被
害
者
の
同
意
が
あ
っ
て
も
、
②

の
定
義
に
あ
る
手
段
が
使
わ
れ
て
い
れ

ば
人
身
取
引
に
な
る
。
被
害
者
が
未
成

年
の
場
合
は
②
の
手
段
が
使
わ
れ
な
く

て
も
人
身
取
引
に
な
る
。

　
「
人
身
取
引
」
と
い
う
用
語
は
、
実

は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
、
人

身
取
引
問
題
に
取
り
組
む
専
門
家
や
関

係
者
ら
は
感
じ
て
い
る
。
取
引
（traf-

ficking

）
と
い
う
と
、
麻
薬
取
引
の
よ

う
に
物
を
売
買
し
運
搬
す
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
が
、
人
身
取
引
問
題
の
核

は
、
人
を
取
引
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
結
果
、
人
を
隷
属
状
態
に
お
く
こ

と
（enslavem

ent

）
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
現
代
の
人
身

取
引
の
多
く
は
、
人
を
物
理
的
に
無
理

や
り
拉
致
し
売
買
す
る
の
で
は
な
く
、

甘
言
に
よ
っ
て
騙
し
搾
取
の
現
場
ま
で

移
動
さ
せ
、
債
務
を
負
わ
せ
た
り
身
分

証
を
と
り
あ
げ
た
り
、
脅
迫
や
マ
イ
ン

ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
自
ら

の
意
思
で
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
隷

属
状
態
に
お
く
。
そ
の
方
法
は
、
よ
り

巧
妙
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
被
害
者
が

自
ら
を
被
害
者
で
あ
る
と
気
づ
か
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
身
分
証

を
取
り
あ
げ
る
の
も
、
紛
失
し
な
い
よ

う
に
保
管
し
て
や
る
、
監
視
を
つ
け
た

り
監
禁
し
た
り
す
る
の
も
、
警
察
に
見

つ
か
る
と
逮
捕
さ
れ
る
か
ら
見
つ
か
ら

な
い
よ
う
に
保
護
し
て
や
る
と
い
う
具

合
で
あ
る
。

●�

メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取

引
の
現
状

　

メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取
引

は
、
タ
イ
を
中
心
と
す
る
動
き
、
中
国

を
中
心
と
す
る
動
き
、
メ
コ
ン
地
域
外

の
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
そ
し

て
東
ア
ジ
ア
、
北
米
、
欧
州
、
中
東
、

南
ア
フ
リ
カ
に
つ
な
が
る
動
き
に
大
別

さ
れ
る
。
越
境
の
人
身
取
引
の
み
な
ら

ず
、
各
国
内
に
お
け
る
人
身
取
引
も
看

過
で
き
な
い
。
人
身
取
引
の
パ
タ
ー
ン

や
傾
向
の
正
確
な
把
握
は
、
そ
の
調
査

対
象
が
、
被
害
者
、
非
正
規
移
民
、
ト

ラ
フ
ィ
ッ
カ
ー
、
犯
罪
者
と
い
う
「
隠

さ
れ
た
人
口
」
で
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
し

て
、
人
身
取
引
問
題
が
多
く
の
政
府
に

と
っ
て
、
自
国
の
入
国
管
理
政
策
、
外

国
人
労
働
者
政
策
、
売
春
に
対
す
る
政

策
、
社
会
構
造
や
汚
職
な
ど
に
関
係
す

る
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
な
問
題
で
あ
る
ゆ
え

に
、
難
し
い
。
そ
の
制
約
の
う
え
に
、

後
述
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｐ
（U

nited N
a-

tions Inter-Agency Project on H
u-

m
an Trafficking

：
人
身
取
引
に
対
す

る
国
連
機
関
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
報

告
書
を
参
照
し
な
が
ら
、
メ
コ
ン
六
カ

国
の
人
身
取
引
問
題
の
現
状
を
概
観
す

る
（
参
考
文
献
②
）（
図
1
）。

　

タ
イ
は
、
メ
コ
ン
地
域
の
み
な
ら
ず

世
界
規
模
に
お
い
て
、
人
身
取
引
被
害

者
の
到
達
国
、
中
継
国
、
出
身
国
で
あ

る
。
メ
コ
ン
地
域
で
最
大
の
経
済
力
を

有
す
る
タ
イ
に
は
、
非
熟
練
の
安
い
労

働
力
を
求
め
る
膨
大
な
需
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
隣
国
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
か
ら
三

〇
〇
万
人
超
の
流
入
が
あ
り
、
そ
の
な

か
に
労
働
搾
取
や
性
的
搾
取
の
被
害
に

遭
う
者
が
多
数
い
る
。
労
働
搾
取
の
多

く
は
、
漁
業
、
水
産
加
工
業
、
縫
製
業
、

家
内
労
働
で
お
こ
っ
て
い
る
。
性
的
搾

取
の
被
害
者
に
は
、
中
国
南
部
、
ロ
シ

ア
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
出

身
者
な
ど
も
い
る
。
一
方
、タ
イ
人
は
、

北
米
、
中
東
、
南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
な
ど

で
労
働
搾
取
お
よ
び
性
的
搾
取
の
被
害

に
遭
っ
て
い
る
。

　

中
国
で
は
、
地
域
間
経
済
格
差
に
加

え
、
男
女
人
口
比
率
の
偏
り
が
、
人
身

取
引
を
助
長
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
公
安
省
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年

の
反
人
身
取
引
強
化
期
間
に
は
、
一
万

八
二
四
人
の
女
性
と
子
ど
も
の
被
害
者

が
救
出
さ
れ
た
。
中
国
で
の
外
国
人
被

害
者
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
出
身
者
が
い
る
。
国

内
の
人
身
取
引
事
件
も
多
く
、
被
害
者

は
雲
南
、
貴
州
、
河
南
出
身
者
が
多
く
、

福
建
、
広
東
、
山
東
、
河
南
で
被
害
に

遭
っ
て
い
る
。
被
害
の
形
態
は
、
強
制

結
婚
、
非
合
法
の
養
子
、
性
的
搾
取
や

労
働
搾
取
で
あ
る
。
国
外
で
は
、タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
、
欧
州
や
北
米
な

ど
で
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。最
近
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
少
女
を
誘

引
し
、
性
的
搾
取
を
す
る
事
件
が
増
加

し
て
い
る
。
生
後
一
カ
月
に
も
満
た
な

い
乳
児
の
人
身
取
引
も
多
い
。
組
織
犯

罪
に
よ
る
人
身
取
引
が
多
い
こ
と
も
中

国
の
特
徴
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
、
お
も
に
被
害
者
の
出

身
国
で
あ
り
、
中
国
、
タ
イ
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
韓
国
、
香
港
、
マ
カ
オ
や
台
湾

な
ど
で
、
労
働
搾
取
お
よ
び
性
的
搾
取

の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
の
婚
姻
を
装
っ
た
人
身
取
引
が
多

い
。
婚
姻
と
い
う
合
法
手
続
き
で
入
国

し
た
後
、
強
制
売
春
や
強
制
労
働
の
た

め
に
売
買
さ
れ
る
。婚
姻
し
て
い
て
も
、

外
出
の
自
由
や
外
部
と
の
通
信
を
絶
た

れ
、
奴
隷
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
る
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事
例
も
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
子
ど
も

が
、
国
外
に
養
子
の
た
め
に
人
身
取
引

さ
れ
る
事
例
も
多
い
。
国
内
で
も
地
方

か
ら
都
市
部
へ
の
人
身
取
引
が
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
子
ど
も
が
都
市
部

で
強
制
労
働
や
物
乞
い
を
さ
せ
ら
れ

る
。
ま
た
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
台

湾
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

欧
州
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
渡
航
者
の
子

ど
も
買
春
に
よ
る
被
害
が
絶
え
な
い
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
被
害
に
遭
う
先

は
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

が
多
い
。
タ
イ
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
被

害
者
は
、
性
的
搾
取
お
よ
び
労
働
搾
取

や
物
乞
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ

で
被
害
者
認
定
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

不
法
入
国
者
と
し
て
大
勢
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
へ
強
制
送
還
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

男
性
は
漁
船
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
労
働
搾
取
、
女
性
は
家
事
労
働
者
と

し
て
労
働
搾
取
や
性
的
搾
取
に
遭
っ
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
物
乞
い
を
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
女
性
が
韓
国
や
台
湾
の
男
性
と
婚
姻

の
形
態
で
移
住
す
る
が
、
性
的
搾
取
な

ど
の
被
害
に
遭
う
事
件
が
頻
発
し
て
い

る
。
一
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
外

国
人
被
害
者
の
多
く
は
ベ
ト
ナ
ム
人
で

あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
売
春
を
さ
せ
ら

れ
て
い
る
女
性
の
過
半
数
が
ベ
ト
ナ
ム

人
で
あ
る
と
の
報
告
も
あ
る
。
ま
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
は
、
地
方
か
ら
都
市

部
へ
の
女
性
と
子
ど
も
の
商
業
的
性
的

搾
取
目
的
の
人
身
取
引
が
多
く
、
そ
の

買
春
者
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
お
よ
び
日

本
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
欧
州
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
渡
航
者
で
あ
る
。

　

ラ
オ
ス
人
の
主
要
な
出
稼
ぎ
先
で
あ

る
タ
イ
で
は
、
女
性
は
主
に
家
内
労
働

者
と
し
て
、
男
性
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
漁
業
で
労
働
搾
取
の
被
害
に
遭
っ

て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
被
害
も
急

増
し
て
い
る
。
ラ
オ
ス
政
府
が
も
っ
と

も
憂
慮
し
て
い
る
の
が
、
対
中
国
の
問

題
で
あ
る
。
中
国
に
つ
な
が
る
道
路
建

設
や
国
境
に
新
設
さ
れ
た
カ
ジ
ノ
な
ど

が
人
身
取
引
の
発
生
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
ラ
オ
ス
人
女
性
が
、
中
国
人
男
性

と
の
結
婚
を
理
由
に
国
境
を
渡
り
被
害

に
遭
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
一
方
ラ
オ
ス

に
お
い
て
は
、
道
路
建
設
な
ど
に
ベ
ト

ナ
ム
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
を
連

れ
て
く
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
人
向
け
の

飲
食
店
や
性
産
業
が
付
随
し
、
ベ
ト
ナ

ム
人
女
性
の
被
害
者
が
多
い
。
経
済
特

区
や
東
西
回
廊
な
ど
の
開
発
に
と
も
な

う
、
移
住
労
働
の
増
加
と
と
も
に
人
身

取
引
が
助
長
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
、
タ
イ
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
な
ど
で
労
働
搾
取

や
性
的
搾
取
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。

内
務
省
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
の
人

身
取
引
事
件
は
一
七
三
件
、
起
訴
さ
れ

た
人
数
は
五
〇
二
人
（
男
一
九
七
人
、

女
三
〇
五
人
）、
被
害
者
数
は
二
八
一

人
（
男
八
九
人
、女
一
九
二
人
）
で
あ
っ

た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
人
被
害
者
の
送
還
は
、

中
国
か
ら
が
最
も
多
く
、
次
に
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
と
続
く
。
国
内
の
ケ
ー
ス

は
五
〇
件
あ
っ
た
。
搾
取
の
形
態
は
、

強
制
結
婚
が
一
二
〇
件
、
強
制
労
働
が

二
二
件
、
性
的
搾
取
が
一
八
件
、
物
乞

い
が
八
件
、
児
童
労
働
が
三
件
で
あ
っ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
膨
大
な
人
口

の
流
出
を
鑑
み
る
と
、
実
際
の
被
害
者

の
数
は
相
当
な
も
の
と
推
測
さ
れ
、
救

図1　メコン地域における人身取引の流れ

両方

労働搾取

性的搾取

東アジア
（台湾、韓国、日本など）

米国

中東

英国、欧州

（出所）UNIAP.
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出
さ
れ
て
い
る
被
害
者
数
は
僅
か
で
あ

る
。
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
、
そ
し

て
中
国
か
ら
タ
イ
へ
の
人
身
取
引
の
中

継
地
で
も
あ
る
。

●�

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
―
メ
コ
ン
六
カ

国
に
よ
る
地
域
的
取
り
組
み

　

メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取
引
問

題
が
、
正
確
な
現
状
把
握
の
制
約
が
あ

り
な
が
ら
も
、
こ
れ
だ
け
認
識
さ
れ
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
メ
コ
ン

六
カ
国
の
政
府
の
人
身
取
引
問
題
に
対

す
る
能
動
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
二
〇
〇
三
年
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
人
身
取
引
の
防
止
と
被
害
者
の

救
済
に
関
す
る
二
国
間
覚
書
を
す
で
に

結
ん
で
い
た
タ
イ
政
府
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
、
二
国
間
に
と
ど
ま
ら
ず
マ
ル

チ
の
地
域
協
力
の
枠
組
み
を
め
ざ
す
交

渉
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
四
年
に
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｍ
Ｉ
Ｔ（Coordinated M

ekong M
in-

isterial Initiative against H
um

an 
Trafficking

：
人
身
取
引
に
対
す
る
メ

コ
ン
各
国
大
臣
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
）
が
発
足
し
た
。
約
一
年
半
の
協
議

を
へ
て
、「
メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
反

人
身
取
引
協
力
に
関
す
る
覚
書

（M
em

orandum
 of U

nderstanding 
on Cooperation against Traffick-
ing in Persons in the Greater M

e-
kong Sub-Region

）」
が
六
カ
国
間
で

合
意
さ
れ
た
。

　

同
覚
書
は
、
各
国
政
府
が
パ
レ
ル
モ

議
定
書
の
人
身
取
引
の
定
義
の
使
用
を

促
進
し
、
反
人
身
取
引
対
策
を
講
じ
、

そ
の
た
め
の
適
切
な
法
律
を
制
定
し
執

行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
国
境
間
協
力
を

強
化
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
第
二
八

条
に
は
、
同
覚
書
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
に
行
動
計
画
を
作
成
し
、
そ
の

実
行
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｐ
は
、
同
覚
書

の
事
務
局
を
担
う
。同
条
に
も
と
づ
き
、

二
〇
〇
五
～
〇
七
年
の
三
カ
年
行
動
計

画
が
採
択
さ
れ
、
地
域
レ
ベ
ル
、
各
国

レ
ベ
ル
の
人
身
取
引
対
策
の
包
括
的
青

写
真
と
な
っ
た
。
こ
の
三
年
間
に
は
各

国
で
反
人
身
取
引
法
の
起
草
や
制
定
、

二
国
間
覚
書
交
渉
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ

た
（
図
2
）。

　

二
〇
〇
八
〜
一
〇
年
で
は
、
人
身
取

引
事
件
担
当
官
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
や
訓
練
、
各
国
政
府
の
行

動
計
画
の
作
成
、
多
国
間
や
二
国
間
の

協
力
、各
国
の
法
制
度
構
築
や
法
執
行
、

被
害
者
の
認
定
や
保
護
、
人
身
取
引
防

止
の
取
り
組
み
な
ど
が
盛
り
こ
ま
れ

た
。
現
在
進
行
中
の
二
〇
一
一
～
三
年

の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

補
足
、強
化
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

六
カ
国
は
そ
れ
ぞ
れ
、
関
係
省
庁
か

ら
構
成
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
有

し
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｐ
の
各
国
事
務
所
を
事

務
局
と
し
な
が
ら
、
行
動
計
画
の
具
体

的
方
法
や
実
行
に
つ
い
て
定
期
的
に
協

議
し
調
整
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
て
い

る
。
関
係
省
庁
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
入
国
管
理
、
国
境
警
備
を
管
掌
す

る
内
務
省
や
公
安
省
、
事
件
の
捜
査
、

犯
人
逮
捕
、
被
害
者
救
出
の
任
に
あ
た

る
警
察
、
被
害
者
の
保
護
や
支
援
を
職

掌
と
す
る
社
会
厚
生
省
（
国
に
よ
っ
て

は
女
性
省
）が
主
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。

各
国
政
府
内
の
省
庁
間
の
力
関
係
や
協

力
の
緊
密
度
が
、
各
国
の
人
身
取
引
対

策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
や
特
徴
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
、
人
身
取
引
問
題

に
特
化
し
た
実
効
性
の
あ
る
地
域
的
枠

組
み
と
し
て
は
、
他
に
類
を
み
な
い
も

の
で
あ
り
、
人
身
取
引
に
関
す
る
国
連

特
別
報
告
者
で
あ
る
ジ
ョ
イ
・
ヌ
ゴ
ジ
・

エ
ゼ
イ
ロ
氏
は
、「
複
数
の
政
府
が
、

一
体
と
な
っ
て
人
身
取
引
問
題
に
効
果

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

体
現
し
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ベ
ス
ト
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
と
評
し
て
い
る
。

●�
今
後
の
課
題

　

メ
コ
ン
地
域
の
人
身
取
引
問
題
は
、

国
境
を
越
え
る
人
口
移
動
す
な
わ
ち
移

民
労
働
問
題
と
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い

る
。
移
民
労
働
者
と
人
身
取
引
問
題
の

背
景
に
は
、就
労
を
求
め
る
人
口
移
動
、

移
民
労
働
者
に
対
す
る
需
要
、
労
働
搾

取
で
あ
る
強
制
労
働
、
そ
し
て
こ
れ
ら

を
助
長
す
る
制
度
や
仕
組
み
が
あ
る
。

移
民
労
働
者
に
と
っ
て
は
ブ
ロ
ー
カ
ー

を
利
用
し
た
移
住
の
一
形
態
の
つ
も
り

が
、
略
取
や
搾
取
さ
れ
人
身
取
引
の
被

害
者
に
陥
る
。
た
と
え
ば
タ
イ
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
二
国
間
覚
書
で
は
、
そ
の
点

が
認
識
さ
れ
、安
全
な
移
民
を
促
進
し
、

人
身
取
引
を
生
じ
さ
せ
る
需
要
フ
ァ
ク

タ
ー
を
削
減
し
、
両
国
の
適
用
法
を
遵

守
し
労
働
基
準
監
督
を
す
る
よ
う
適
切

な
措
置
を
と
る
と
い
う
規
定
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
行

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
労
働
基

二国間覚書締結済み（締結年）
交渉中
主な人の流れ

ミャンマー タ　イ

中　国

ラオス

カンボジア

マレーシア

ベトナム

2009

2009

2005

2003

2008

2010

2005

図2　COMMIT加盟国の二国間覚書締結状況

（出所）著者作成。

（注）マレーシアはCOMMIT加盟国ではない。
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準
監
督
を
職
掌
と
す
る
省
庁
の
人
身
取

引
に
対
す
る
認
識
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

の
欠
如
、
さ
ら
に
は
そ
の
人
員
や
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
不
足
で
あ
る
。
人
身
取
引

対
策
を
人
身
取
引
対
策
に
と
ど
め
ず
、

移
民
労
働
者
政
策
と
重
ね
て
実
行
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

メ
コ
ン
六
カ
国
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

の
枠
組
み
を
利
用
し
て
、
加
盟
国
の
二

国
間
覚
書
締
結
を
推
進
し
対
策
を
講
じ

て
き
て
い
る
が
、
自
国
民
は
加
盟
国
外

で
も
被
害
に
遭
っ
て
お
り
、
そ
の
相
手

国
と
も
交
渉
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

目
下
の
共
通
の
相
手
国
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
あ
る
。
と
も
に
被
害
者
の
出
身
国

の
立
場
に
あ
る
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
は
マ
レ
ー
シ
ア

と
の
交
渉
が
相
互
に
影
響
す
る
。
同
国

は
二
〇
一
〇
年
に
、
法
執
行
官
向
け
の

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
地
域
セ
ミ
ナ
ー
に
初
め

て
参
加
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
加
盟
国
の
二
国
間
に

お
け
る
越
境
の
人
身
取
引
問
題
は
、
相

互
の
ピ
ア
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
た

め
、
そ
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
積
極

的
で
あ
っ
た
り
、
逆
に
人
身
取
引
の
要

因
を
相
手
国
に
転
嫁
し
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
し
か
し
、
越
境
で
な
い
国

内
で
の
人
身
取
引
問
題
は
、
他
国
の
関

知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
各
国
政
府

は
、
自
国
民
が
ど
れ
だ
け
国
外
で
被
害

に
遭
っ
た
か
の
数
字
は
積
極
的
に
公
開

す
る
が
、
国
内
事
件
に
つ
い
て
は
そ
う

で
な
い
傾
向
が
あ
る
。
国
内
事
件
は
か

え
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
枠
組
み
を

利
用
し
た
二
国
間
協
力
の
陰
に
取
り
残

さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

今
後
、
メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身

取
引
の
防
止
、
犯
罪
者
の
起
訴
、
被
害

者
の
保
護
に
つ
い
て
さ
ら
に
効
果
的
な

対
策
を
講
じ
る
た
め
に
は
、
現
状
を
把

握
し
分
析
す
る
調
査
研
究
が
不
可
欠
で

あ
る
。
メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取

引
の
調
査
研
究
は
、
タ
イ
を
中
心
と
す

る
特
定
の
地
域
に
偏
っ
て
い
る
。
そ
れ

も
ス
ナ
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ト
的
な
短
期
間

の
調
査
、
被
害
者
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
、

性
的
搾
取
さ
れ
た
女
性
お
よ
び
子
ど
も

の
事
例
研
究
が
多
い
。
最
近
で
は
既
述

の
と
お
り
、
中
国
へ
の
婚
姻
形
態
に
よ

る
人
身
取
引
が
増
発
す
る
な
ど
中
国

フ
ァ
ク
タ
ー
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
対
中
国
の
人
身
取
引
の
実
態
は
、

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
調
査
研
究
が
必
要
な

分
野
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
需
要
サ
イ

ド
す
な
わ
ち
人
身
取
引
市
場
を
存
在
さ

せ
る
要
因
、
人
身
取
引
を
招
き
や
す
い

特
定
の
産
業
の
構
造
、
汚
職
、
国
内
と

国
際
人
身
取
引
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
、
反
人

身
取
引
対
策
の
イ
ン
パ
ク
ト
や
効
果
の

評
価
な
ど
の
調
査
研
究
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

●�

お
わ
り
に

　

メ
コ
ン
地
域
と
日
本
の
関
係
は
深

い
。
日
本
の
政
府
開
発
援
助
の
重
点
地

域
で
あ
り
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
も
重

要
な
投
資
先
お
よ
び
市
場
で
あ
る
同
地

域
の
人
身
取
引
問
題
に
は
、
我
々
日
本

人
が
強
い
関
心
を
も
ち
、
そ
の
解
決
へ

の
努
力
に
関
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
人
身
取
引
問
題
の
要
因
は
何
か
を

再
度
問
え
ば
、冒
頭
に
あ
げ
た
よ
う
に
、

社
会
経
済
開
発
の
遅
れ
や
格
差
、
逆
に

そ
の
開
発
段
階
に
お
い
て
人
身
取
引
が

誘
発
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
メ
コ
ン

地
域
に
お
け
る
ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
や
経

済
開
発
を
支
援
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
副
作
用
で
あ
る
人
身
取
引
問
題
の
解

決
に
も
積
極
的
な
役
割
を
は
た
し
う
る

の
で
あ
る
。

　

政
府
の
み
な
ら
ず
、
企
業
、
消
費
者

の
行
動
が
人
身
取
引
を
防
止
、
抑
止
す

る
重
要
な
役
割
を
有
す
る
。
購
買
す
る

商
品
が
ど
の
よ
う
に
生
産
・
流
通
さ
れ

て
き
た
の
か
と
い
う
消
費
者
の
関
心
に

た
い
し
て
、
企
業
は
自
社
製
品
が
人
身

取
引
被
害
者
の
労
働
搾
取
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
自
主
的
監
査
が
ひ
と
つ

の
方
法
で
あ
る
。（
た
と
え
ば
本
年
一

月
一
日
発
効
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
法
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
透
明
性
法

（Transparency in Supply Chain 
Act

）
は
、
年
間
売
上
げ
一
億
ド
ル
以

上
の
企
業
に
対
し
、
そ
の
努
力
を
義
務

づ
け
て
い
る
。）

　

昨
年
末
に
来
日
し
当
研
究
所
で
講
演

し
た
マ
シ
ュ
ー
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ａ
Ｐ
地
域
統
括
事
務
所
長
は
い
う
。

「
か
つ
て
一
部
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
主
張

に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
環
境
問

題
が
、
い
ま
や
国
・
企
業
・
個
人
が
行

動
規
範
を
遵
守
す
べ
き
問
題
に
な
っ
た

と
同
様
に
、
人
身
取
引
問
題
も
、
こ
れ

か
ら
社
会
的
関
心
を
い
っ
そ
う
集
め
る

重
要
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
る
だ
ろ
う
。」

　

メ
コ
ン
地
域
に
お
け
る
人
身
取
引
問

題
の
課
題
は
、
ま
さ
に
我
々
の
課
題
で

あ
る
。

（
や
ま
だ　

み
わ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

　

法
・
制
度
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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